
（小 児 科）

１．概　　要
⑴　一般小児科
　当小児科病棟スタッフは皆、東三河地域の最後の砦を担うという誇りと緊張感を持って日夜対応し
ている。サブスペシャリティとしてはアレルギー疾患、神経疾患、循環器疾患、腎疾患、内分泌疾
患、血液腫瘍疾患をカバーし高度特殊医療を除けば各分野ともに専門施設と比べても引けを取らない
医療レベルを提供できている。また、患者さんには最善の医療を提供すべく、各分野で対応困難な症
例については惜しみなく専門施設との連携をとって対応している。このような体制を維持する意義
は、極力地域で医療が完結することが患者さんご家族への最高のサービスの一つとなることにある。
特に長期入院を必要とする場合、月に何度も専門外来にかかる必要がある場合には切実な問題であ
る。一方で、周囲の一次医療、二次医療、休日夜間診療所の業務、健診医療の充実に支えられてこそ
当院が二次、三次医療に集中することが可能であるということも忘れてはならない。

（伊藤　剛）
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おむつ皮膚炎 心臓の先天奇形 閉塞性尿路疾患及び逆流性尿路疾患 高ビリルビン血
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閉塞性尿路疾患及び
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高ビリルビン血症 
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44人 6.9%
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25人 3.9%

ビタミンＤ欠乏症 
14人 2.2%

ダウン症候群 
9人1.4%

唇裂口蓋裂
 7人 1.1% その他 47人 7.3%



学会発表
＜小児科＞

№ 演　　題　　名 発表者及び
共同研究者 学会・研究会名 発表年月日

1 Paroxysmal kinesigenic choreoathetosis
の４例 相 場 佳 織 第36回日本小児神経学会東海地方会 2012/1/26

2 COL4A1遺伝子変異が認められた先天性
片側脳室拡大の１例 花 田 　 優 第36回日本小児神経学会東海地方会 2012/1/28

3 堪能腫大を認めショック状態で入院した
川崎病の１例 長 柄 俊 佑 第254回日本小児科学会東海地方会 2012/1/29

4 深在性真菌感染症が原因と考えられた壊
死性腸炎の一例 中 村 勇 治 第73回名市大小児科臨床集談会 2012/3/17

5 子宮内感染による深在性真菌感染症が原
因と考えられた壊死性腸炎の一例 中 村 勇 治 浜名湖カンファレンス 2012/3/4

6 Spheno－ethmoidal cephaloceleの一例 杉 本 真 里 第54回日本小児神経学会総会 2012/5/17

7 卵巣奇形腫摘出後も回復までに長期間要
している抗NMDA受容体脳炎の１例 相 場 佳 織 第54回日本小児神経学会総会 2012/5/17

8 急性な経過をとった脳幹脳炎背髄炎の症
例 大 下 裕 法 第54回日本小児神経学会総会 2012/5/17

9 骨盤骨折後に発症した脂肪塞栓症の１症
例 長 柄 俊 佑 第255回日本小児科学会東海地方会 2012/5/20

10
出生直後から呼吸・循環障害を呈し双胎
間輸血症候群受血児との鑑別が必要で
あった先天性硬膜動静脈瘻の１例

戸 川 貴 夫 第48回日本周産期･新生児医学会総会
および学術集会 2012/7/8

11
超低出生体重児に対する予防的光線療法
の臨床的効果に関する検討－光源別の比
較－

山 田 崇 春 第48回日本周産期･新生児医学会総会
および学術集会 2012/7/8

12 新生児黄疸248例における溶血性疾患の検討 川 瀬 恒 哉 第48回日本周産期新生児医学会総会お
よび学術集会 2012/7/8

13
産科施設における「いわゆる正常新生
児」の管理実態および新生児の急変例に
関する調査

大 城 　 誠 第48回日本周産期･新生児医学会総会
および学術集会 2012/7/9

14 小児視神経炎の２例 橋本千代子 第37回日本小児神経学会東海地方会 2012/7/21

15 軟口蓋麻痺のみの症候をとった脳 塞の
１例 慶 田 喜 孝 第37回日本小児神経学会東海地方会 2012/7/21

16
PCS/MVA (premature chromatid 
separation/mosaic variegated 
aneuploidy) 症候群の１症例

長 柄 俊 佑 第37回日本小児神経学会東海地方会 2012/7/21

17 過去５年間に当院から児童虐待（疑い含む）にて通告した62例のまとめ 真 島 久 和 第48回中部日本小児科学会 2012/8/26

18 「脳死とされうる状態」と判断した症例の経験 橋本千代子 第256回日本小児科学会東海地方会 2012/10/28

19
愛知県学校検尿の成績について ー愛知
県小児腎臓病専門施設受診者の結果報告
（2010～11年度）

後 藤 芳 充 第256回日本小児科学会東海地方会 2012/10/28

20 Consensus2010に基づくNCPRガイドライン2010について 山 田 崇 春 豊橋市医師会MCR周産期講演会 2012/11/8



学会発表

№ 演　　題　　名 発表者及び
共同研究者 学会・研究会名 発表年月日

21
Clostridium difficile による早発型敗血
症、新生児壊死性腸炎、髄膜炎を発症し
た超低出生体重児の１例

堀 　 六 希 第57回日本未熟児新生児学会・学術集
会 2012/11/26

22
PCS/MVA(premature chromatid 
separation/mosaic variegated 
aneuploidy)症候群の１症例

長 柄 俊 佑 第57回日本未熟児新生児学会学・術集
会 2012/11/26

23

高感度CRP値の増加を参考にした広域
抗生剤投与により発熱性好中球減少症
を予防する研究 Use of broad spectrum 
antibiotics referring to high sensitivity 
C-reactive protein can prevent Febrile 
Neutropenia

杉 浦 至 郎 第54回日本小児血液・がん学会学術集
会 2012/11/30

24 Split cord malformation typeⅠに開放性髄膜瘤、先天性側弯症を合併した一例 小 山 智 史 第21回東海新生児研究会 2012/12/8



研究会発表

＜小児科＞

№ 演　　題　　名 発表者及び
共同研究者 学会・研究会名 発表年月日

1 豊橋市民病院の2011年新生児医療セン
ター統計 幸 脇 正 典 東三河産婦人科施設における講演会 2012/3/6

2 A case of anti-NMDA receptor encephalitis Kaori Aiba 第２回桜山神経セミナー 2012/5/22

3 晩期循環不全と未熟児動脈管開存症との
関連についての検討 山 田 崇 春 第６回新生児内分泌研究会学術集会 2012/9/15



座長・司会

＜小児科＞

№ 演　　題　　名 座長名 学会・研究会名 発表年月日

1 特別講演２　「日常よく見られる小児外科
疾患」 小 山 典 久 第163回東三河小児科医会学術講演

会 2012/10/27

2 一般演題 金 原 有 里 第256回日本小児科学会東海地方会 2012/10/28

3 MCR特別講演 小 山 典 久 第32回MCRフォーラム 2012/10/31

4 新生児蘇生講演 小 山 典 久 周産期医療講演会 2012/11/8

5 症例検討 幸 脇 正 典 周産期医療講演会 2012/11/8

6 血液２座長 幸 脇 正 典 第57回日本未熟児新生児学会 2012/11/24

典正脇幸２液血7 第57回日本未熟児新生児学会・学術
集会「和で育む新生児とその医療」 2012/11/27

8 一般演題 幸 脇 正 典 第21回東海新生児研究会 2012/12/8



講　　演
＜小児科＞

№ 演　　題　　名 演者名 学会・研究会名 年月日

1 NCPR 2010ガイドラインについて 山 田 崇 春 8/11/2102会演講療医期産周

2 出生前診断と両院の対応に苦慮した２症
例・産科と小児科(新生児)からの報告 川 瀬 恒 哉 8/11/2102会演講療医期産周

3
産科施設における「いわゆる正常新生児」
の管理実態および新生児の急変症例に関
する調査

大 城 　 誠 平成24年度愛知県周産期医療協議会特
別講演会・調査研究報告会 2012/12/1



論文・著書
＜小児科＞

№ 題　　　　名 発表者及び
共同研究者 雑　　　誌　　　名

1 在宅・退院支援コーディネーターに望むこ
と 大久保沙紀 日本未熟児新生児学会雑誌別刷 2012年 24

巻:160-163頁

2 当院における小児栄養サポートチーム
（NST）活動の現状と理学療法士の役割 神 谷 　 猛 総合リハビリテーション 2012年　40巻:75-

78頁

3 未熟児網膜症と血清総ビリルビン値との関
連についての検討 山 田 崇 春 日本未熟児新生児学会雑誌 2012年24

巻:107-114頁

4
Risk Factors for Early Death in Transient 
Myeloproliferative Disorder Without 
Phenotypic Features of Down Syndrome : 
A Case Report and Literature Review

Kawase Koya Journal of Pediatric Hematology/
Oncology,2012,Vol.34:475-479

5
Eff ects of exchange transfusion on 
cytokine profi les in necrotizing 
enterocolitis

Tokio Sugiura Pediatr Int,2012,vlo.54:931-933

久典山小血輸換交･血輸の児生新6 今日の小児治療指針,2012年,
４ 新生児疾患:121-123頁


